
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主唱者 兵庫労働局・管下労働基準監督署 

実施期間 令和６年８月27日（火）～令和７年1月31日（金） 

 

 

 死亡災害報告（令和６年７月末時点） 

 

死亡災害の多くは、職場内で日頃定常的に行われている作業において発生して

おります。事前に対策を講じておけば防ぐことが出来た災害も多くみられます。  

また、被災者の経験期間別では、３年未満が４割超を占め、作業に慣れてきた

頃に被災する傾向がみられるため、作業の経験が十分でない労働者に対しては、

作業手順の遵守や効果的な安全衛生教育が必要とされます。 

労働災害を防止するには、企業の経営のトップが職場の安全衛生に関して強く

関与し、労使、関係者が一体となって労働災害防止活動を徹底していくことが重

要です。 

更なる死亡者を出すことがないよう、令和６年８月 27 日から令和７年１月

31日を期間とする「兵庫死亡労働災害根絶運動」を県下全域に展開することと

し、働く人の誰もが安心して健康に働くことが出来る職場の実現に向けて取り組

むこととします。 

 
職場の総点検を 
お願いします！ 

全産業における
死亡者の４割超
は経験期間３年
未満の労働者が
占めています！ 

 

倍増! 

令和５年     令和６年               令和５年     令和６年 

 



「兵庫死亡労働災害根絶運動」実施要綱 
－ 死亡労働災害の根絶に向けた取組 － 

 

１ 趣 旨  

  兵庫労働局では、労働災害の減少に向けて、兵庫第14 次労働災

害防止推進５か年計画（令和５年度から令和９年度）に基づき、労

働災害防止に取り組んでいるところです。 

死亡災害については、増減を繰り返しながらも長期的には着実

に減少し、令和５年に過去最少の25 人となりました。 

しかしながら、本年は、上半期に死亡災害が多発し、７月末時点

で、全産業における死亡者数は、前年同期の10 人を大幅に上回る

19 人（1.9 倍・90％増）となっています。特にこれまで労働災害

防止活動に積極的に取り組んできた製造業、建設業などでも、前

年を上回るペースで増加しており、経済・雇用情勢が緩やかに回

復するなかで、人手不足の顕在化とともに、企業の安全衛生管理

体制の「ほころび」により、下半期においても死亡労働災害の増加

が懸念されるところです。 

死亡災害の多くは、職場内で日頃定常的に行われている作業に

おいて発生しており、事前に対策を講じておけば防ぐことが出来

た災害も多くみられます。また、被災者の経験期間別では、３年未

満が４割超を占め、作業に慣れてきた頃に被災する傾向がみられ

るため、作業の経験が十分でない労働者に対しては、作業手順の

遵守や効果的な安全衛生教育が必要とされます。 

労働災害を防止するには、企業の経営のトップが職場の安全衛

生に関して強く関与し、労使、関係者が一体となって労働災害防

止活動を徹底していくことが重要であることを踏まえて、令和６

年８月27 日から令和７年１月31 日を期間とする「兵庫死亡労働

災害根絶運動」を県下全域に展開することとし、働く人の誰もが

安心して健康に働くことが出来る職場の実現に向けて取り組むこ

ととします。 

 
２ 実施期間 

令和６年８月27 日（火）～ 令和７年１月３１日（金）  

 
３ 主唱者   兵庫労働局、管下労働基準監督署 

 
４ 主唱者の実施事項   

（１）労働局長による「労働災害のない職場づくりに向けた要請」の

発出（局） 

（２）労働災害防止団体、経営者団体、関係団体等に対する「兵庫死

亡労働災害根絶運動実施要綱」の周知（局、署） 

（３）労働局長による安全パトロールの実施（局） 

（４）建設業労働災害防止協会兵庫県支部並びに各分会との合同パ

トロールの実施（局、署） 

（５）監督指導及び個別指導の集中的実施 （署） 

（６）広報の実施 （局、署） 

（７）事業場の実施事項に係る指導及び支援（局、署） 

  

５ 労働災害防止団体、関係団体等の実施事項   

（１）会員事業者へ「労働災害のない職場づくりに向けた要請」の周

知及び「兵庫死亡労働災害根絶運動実施要綱」の周知 

（２）事業場の実施事項に対する支援及び協力 

（３）会員事業場に対する安全衛生活動の指導及び支援 

（４）安全パトロール等の実施及び支援 

６ 事業者の実施事項  
（１）業種横断的に実施する事項 

  ア 経営トップによる安全衛生の方針表明及び安全衛生意識の

高揚 

  イ 安全パトロールによる職場の総点検の実施 

  ウ リスクアセスメントの実施と残留リスクの管理 

  エ 作業手順書の作成及び作業手順の見直しの実施 

  オ 経験年数に応じた安全衛生教育の実施及び作業手順の遵守

状況の確認 

  カ 法定の就業制限業務に係る有資格者の適正な配置 

  キ 設備点検、清掃時等における安全確認の徹底 

  ク 交通労働災害防止対策の取組 

  ケ 車両から離脱する時の逸走防止措置の確実な実施 

  コ フォークリフト作業に係る労働災害防止対策の実施 

  サ 作業の状況に応じた誘導員の適正な配置 

  シ 転倒災害防止対策（ハード面、ソフト面）の取組 

  ス 高年齢労働者、外国人労働者等に対する労働災害防止対策

の取組 

  セ ４Ｓ活動（整理、整頓、清掃、清潔）、ＫＹ（危険予知）活

動、ヒヤリ・ハット報告等の日常的な安全衛生活動の充実 

  ソ 安全の日の設定、その他安全衛生意識高揚のための活動の

実施 

  タ 暑熱時期の熱中症予防対策の徹底 

 
（２）業種の特性に応じた労働災害防止対策に係る実施事項 

ア 製造業における実施事項 

   (ｱ) 機械の危険部分への覆いの設置等によるはさまれ・巻き

込まれ等防止対策の実施 

 (ｲ) 機械の修理、点検等、非定常作業時における機械の運転

停止の確実な実施 

(ｳ) 「墜落・転落」と「はさまれ・巻き込まれ」による災害

防止のための点検・対策の実施 

(ｴ) クレーン作業における事前計画の策定及び有資格者の適

正な配置 

(ｵ) 職長に対する教育の実施（能力向上教育の受講を含む。）

並びに確実な職務の励行 

 
イ 建設業における実施事項 

(ｱ) 足場等からの墜落・転落防止対策の実施、手すり先行工

法の積極的な採用 

(ｲ) フルハーネス型墜落制止用器具の適切な使用 

(ｳ) 車両系建設機械等を用いた作業における作業計画の作成 

(ｴ) 「墜落・転落」と「はさまれ・巻き込まれ」による災害

防止のための点検・対策の実施 

(ｵ) 職長、安全衛生責任者等に対する安全衛生教育の実施及

び職務の確実な励行 

(ｶ) 作業主任者の選任及び職務の確実な励行 

(ｷ) 元方事業者による統括安全衛生管理の実施並びに関係請

負人に対する指導の実施 

(ｸ) 建設工事の請負契約における適切な安全衛生経費の確保 

(ｹ) 輻輳工事における適正な施工計画、作業計画の作成 


